
珍しい魚 

 

流れ藻の住人  ハナオコゼ 

 

2020年 7 月に，県内の水産関係者よりハナオコゼをいただきました。 

庵治の沖合にて採捕されたようです。（写真 1；全長約 15cm）。 

当場にて飼育していたところ，7 月から 9 月末までに 5 回の産卵を確認しましたので，こちら

で紹介いたします（写真 2）。 

 

    

         写真 1                 写真 2（赤の線が卵） 

 

ハナオコゼ Histrio histrio は，アンコウ目カエルアンコウ科ハナオコゼ属に属しています 1)。 

分布域は広く，北海道から九州南岸の日本海・東シナ海・太平洋沿岸，八丈島，小笠原諸島，

瀬戸内海，屋久島，琉球列島；大連，済州島，台灣，香港，海南島，南沙群島，インド－西太平

洋の沿岸から沖合の表層で流れ藻につき生活をするようです 1)。ホンダワラ類そっくりに擬態

し，餌の小魚を待ち構えています 2)。全長は，15 センチほどに成長しますが 2)，寿命は約 1年

と言われています。産卵期は紀伊水道では 5～8月とのことです 2)。 

ちなみに，オコゼと名前がついていますが，オコゼとは全く関係なく，毒はありません。 
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